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総括寄付講座の概要紹介

⽔流 聡⼦（つる さとこ）

特任教授・共同代表
⼯学系研究科 ⼈⼯物⼯学研究センター（兼務）



研究
①エクセレントサービスの
設計モデル実現と持続化
の方法論

②ＰＤＣＡサイクル高速化の
ための指標と計測・評価
手法

③医療介護知識の可視化・
構造化･標準化と再利用
化のための方法論

④みまもりロジック

教育
①サービスエクセレンス人
財育成のための高度教
育プログラム開発

②医療介護の質知識化人
財育成のための高度教
育プログラム開発

③地域の科学的みまもり人
財育成のための高度教
育プログラム開発

社会貢献

各領域における
社会貢献

産業
医療・介護
地域・自治体

【共同代表・担当教員・協⼒教員】

【共同代表】
淺間 ⼀

⼯学系研究科 精密⼯学専攻 教授
坂⽥⼀郎 

総⻑特別参与
⼯学系研究科 技術経営戦略学専攻 教授

⽔流聡⼦
総括プロジェクト機構 サービスエクセレンス
総括寄付講座 特任教授

⼯学系研究科 ⼈⼯物⼯学研究センター
特任教授(兼務)

【担当教員】 *共同代表を除いて記載
笠井 清登

医学系研究科 脳神経医学専攻 教授
佐々⽊ 司

教育学研究科 総合教育学専攻 教授
⾼橋 美保

⼤学院教育学研究科 教授
太⽥ 順

⼈⼯物⼯学研究センター 教授
原 ⾠徳

⼈⼯物⼯学研究センター 准教授
サービスエクセレンス総括寄付講座

安井 清⼀ 特任准教授

【協⼒教員】
  江﨑 浩  情報理⼯学系研究科 教授

保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校
とつなぐこどもの成長みまもり

自治体の専門チーム連携：市町村家庭
相談所・都道府県児童相談所

メンタルヘルス統合管理データに基づく
問題出現の防止により，だれもが社会
生活・社会活動に参加できる社会システ
ム構築

※２

※１

社会実装に
よるナレッジ
エコシステム

※３

実自治体との社会実装化プロジェクト

⽣産⾰新・共創環境 急性期医療

慢性期医療

在宅医療・介護

施設介護

働き⽅改⾰

標準化戦略

組織能⼒・組織⽂
化・変化への対応

エクセレントサービス
の設計・実現・持続

学校健診データに基
づく児童⽣徒の成⻑

児童虐待防⽌活動

職場のメンタルヘルス

地域みまもりロジック

⼤学・学校のメンタ
ルヘルス

＜社会実装の現場＞アクションリサーチ

産業 医療介護 地域・自治体

全
市
⺠
対
応
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

サービスエクセレンス社会システム研究
サービスエクセレンス構造化知識研究

医療介護社会システム研究
医療介護構造化知識研究

みまもり社会システム研究
みまもり構造化知識研究
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※１

※１

※２

※２

※３

【寄附者】
一般財団法人日本規格協会
一般財団法人日本科学技術連盟
一般財団法人日本品質保証機構
トヨタ自動車株式会社
積水化学工業株式会社
株式会社ベリサーブ
※平成25年度「東京大学稷門賞」授賞

小林クリエイト株式会社
前田建設工業株式会社
三菱重工業株式会社
日本電気株式会社
医療法人財団利定会
医療法人むつみホスピタル
株式会社Ccvision
一般社団法人ハートコミュニケーションズ

⿊字：社会実装直前or開始
⾚字：研究中

(2020年10月1日～ 2025年9月30日 5年間)



研究
①エクセレントサービスの
設計モデル実現と持続化
の方法論

②ＰＤＣＡサイクル高速化の
ための指標と計測・評価
手法

③医療介護知識の可視化・
構造化･標準化と再利用
化のための方法論

④みまもりロジック

教育
①サービスエクセレンス人
財育成のための高度教
育プログラム開発

②医療介護の質知識化人
財育成のための高度教
育プログラム開発

③地域の科学的みまもり人
財育成のための高度教
育プログラム開発

社会貢献

各領域における
社会貢献

産業
医療・介護
地域・自治体

社会実装に
よるナレッジ
エコシステム

⽣産⾰新・共創環境 急性期医療

慢性期医療

在宅医療・介護

施設介護

働き⽅改⾰

標準化戦略

組織能⼒・組織⽂
化・変化への対応

エクセレントサービス
の設計・実現・持続

学校健診データに基
づく児童⽣徒の成⻑

児童虐待防⽌活動

職場のメンタルヘルス

地域みまもりロジック

⼤学・学校のメンタ
ルヘルス

＜社会実装の現場＞アクションリサーチ

産業 医療介護 地域・自治体

全
市
⺠
対
応
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

サービスエクセレンス社会システム研究
サービスエクセレンス構造化知識研究

医療介護社会システム研究
医療介護構造化知識研究

みまもり社会システム研究
みまもり構造化知識研究

QualityとHealthを基盤におく
サービスエクセレンス社会システム⼯学総括寄付講座

※１

※１

※２

※２

※３

【寄附者】
一般財団法人日本規格協会
一般財団法人日本科学技術連盟
一般財団法人日本品質保証機構
トヨタ自動車株式会社
積水化学工業株式会社
株式会社ベリサーブ
※平成25年度「東京大学稷門賞」授賞

小林クリエイト株式会社
前田建設工業株式会社
三菱重工業株式会社
日本電気株式会社
医療法人財団利定会
医療法人むつみホスピタル
株式会社Ccvision
一般社団法人ハートコミュニケーションズ
ki

⿊字：社会実装直前or開始
⾚字：研究中

(2020年10月1日～ 2025年9月30日 5年間)SE研究会（教育プログラム）
Ø ⽇本規格協会
Ø ⽇本科学技術連盟
Ø ⽇本品質保証機構
Ø 講師養成研修会参加事業者

SE研究会（学術研究）
Ø 企業系︓浅⽻・新倉・築瀬
Ø ⼤学系︓伊藤・⽊内・横⼭
Ø 学内︓原・安井・⽔流

知識共有会・ワークショップ
Ø JSQC⽣産⾰新＆サービスエクセ

レンス部会との共催

国際規格・国内規格の開発
Ø ISO TC312/サービスエクセレンス

/WG2
Ø JIS

共同研究
Ø ドクターズモバイル㈱ 国際OI
Ø 三菱重⼯業㈱
Ø ㈱ブリジストン
Ø その他（調整中）

アカデミア間共同研究
Ø 奈良県⽴医科⼤学
Ø 国⽴がん研究センター

共同研究契約病院
Ø ⼤久野病院
Ø 奈良県⽴医科⼤学附属病院
Ø 東京臨海病院
Ø ベルランド総合病院
Ø 藤枝市⽴総合病院（準備中）
Ø その他（調整中）



講座名称 年度 設置・更新⽇付 寄附者
2006 7⽉1⽇　設置
2007
2008
2009
2010
2011 7⽉1⽇　更新
2012
2013
2014 　
2015

2016 7⽉1⽇　更新

2017
2018
2020

2020 10⽉1⽇　設置（1期）

2021
2022
2023
2024
2025 9⽉30⽇まで
2025 10⽉1⽇　更新（2期）
2026
2027
2028
2029
2030 9⽉30⽇まで

株式会社ビー・エム・エル
東芝住電医療情報システムズ株式会社
岡⾕電機産業株式会社
株式会社⽵中⼯務店
株式会社ベリサーブ

株式会社ベリサーブ　　　　※平成25年度「東京⼤学稷⾨賞」授賞

　　- 2008年のリーマンショックの影響で、寄付事業者が著しく減少
　　- 2010年から準備していた更新申請が危うくなった。
　  - 1期の寄付残額を2期投⼊することを、1期の寄付事業者が承認

トヨタ⾃動⾞株式会社
株式会社デンソー
積⽔化学⼯業株式会社
⼀般財団法⼈⽇本規格協会
⼀般財団法⼈⽇本科学技術連盟
株式会社ベリサーブ
パラマウントベッド株式会社
⼩林クリエイト株式会社
⼀般財団法⼈⽇本健康管理協会
⼀般財団法⼈⽇本規格協会
⼀般財団法⼈⽇本科学技術連盟
⼀般財団法⼈⽇本品質保証機構
トヨタ⾃動⾞株式会社
積⽔化学⼯業株式会社
株式会社ベリサーブ
⼩林クリエイト株式会社
前⽥建設⼯業株式会社
三菱重⼯株式会社
⽇本電気株式会社
医療法⼈財団利定会
むつみホスピタル
株式会社Ccvision
⼀般社団法⼈ハートコミュニケーションズ

（ご寄付を募集中）

医療社会システム⼯
学寄付講座

医療社会システム⼯
学寄付講座

品質・医療社会システ
ム⼯学寄付講座

「Quality とHealthを
基盤におく

サービスエクセレンス社
会システム⼯学」総括

寄付講座

「Quality とHealthを
基盤におく

サービスエクセレンス社
会システム⼯学」総括

寄付講座 ※年毎に100万円で、5年間

※高額寄付：共同研究的伴走



PCAPSとは
患者状態適応型パスシステム︓PCAPS
Patient Condition Adaptive Path System

● 東京⼤学飯塚&⽔流研究室が開発。品質⼯学の⼿法を医療に応⽤し患者状態
に応じたプロセス管理を⾏うことで医療の質・安全保証の向上に貢献。

● 多様な患者状態に応じた診療プロセスに対応しながら、医療の質・安全を
作りこむ⽅法論を研究・開発。

● 技術的根拠のある⽅法の標準化と電⼦化されたコンテンツを使い、
患者の状態に応じたプロセス管理と業務⽀援を⾏う。

診療プロセス質・安全保証システム確⽴

臨床知識の構造化による実現

臨床知識の可視化，構造化，標準化，電⼦化(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化）によって、チーム医療、地域連携を含めた
新たな診療プロセスの質安全保証システム確⽴の道を開く事が狙いとなります。

©東京大学 品質・医療社会システム工学寄付講座医療の質マネジメント基礎講座 ©QMS-H研究会
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サービスエクセレンスに関するJIS制定 11月 （経済産業省公告）
� サービス産業だけでなく製造業にも重要／属⼈性から脱却し，組織的・継続的な取り組みへ の期待

© 東京⼤学 サービスエクセレンス総括寄付講座


